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原材料ロス総量が 20と表示されています。これは原材料数量と出来高数量を比べて廃棄さ

れた量が表示されます。原料数量 100と出来高数量 80の差である 20が表示されます。 

 

 

（５）調製記録の一覧を表示します。 

 

 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「調製記録」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように調製記録が表示されます。 
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10. 出庫格付管理記録の作成 

出庫格付管理記録では収穫物を倉庫等に集め、その後個別に調製、出荷している場合の記

録をつけることができます。（異なる格付日、栽培場所の作物をまとめて調製、出荷するこ

とができます。） 

 

下図のように、設定画面で二段階格付を選択した場合、出庫格付管理記録を作成すること

ができます。 

 

 ※ここでは栽培品目で「水稲」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下図のように、ホーム画面とメニューにそれぞれ「出庫格付管理」ボタンが表示されます。 
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出庫格付管理記録を作成するために、まず格付管理記録画面を表示します。 

ホーム画面の「収穫管理」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「収穫管理」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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10.1 入庫 

下図は、収穫管理記録をいくつか登録した状態です。 

 ※設定画面で二段階格付を選択した場合、格付管理記録画面の下部には「入庫」ボタンが

表示されます。 

まとめて再格付・出荷する記録（行）を選択して、「入庫」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 下図のようなメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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 入庫した記録（行）は、下図のように「入庫済み」と表示され、格付管理記録画面では調

製・出荷ができません。 

  

 

 

※入庫を取り消す場合は、取り消す記録（行）を選択し、画面下部の「入庫」ボタンを押

します。 

※入庫した総量は必ず控えておいてください。あとで再格付・出荷する際に必要となりま

す。 
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10.2 出庫・格付・出荷 

 

ホーム画面の「出庫格付管理」を選択します。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「出庫格付管理」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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 下図のように、出庫格付管理記録画面が表示されます。 

 

 画面上部の「作物」のドロップダウンには、作物管理画面で生産作物として登録した作物

が表示されます。 

※作物を選択すると、「品種」のドロップダウンには作物管記録で記録した品種が表示さ

れます。 

 

画面右上には、下図のように入庫した作物の残量が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録期間以前の残数 

入庫量の合計 

出庫量の合計 

残量＝入庫量－出庫量 
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下図は、出庫格付管理記録を追加、編集する際の入力例です。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

 

 

 

 

※「格付担当者」「作業内容」「JASマーク」「出荷先」「荷口形態」の登録については、20

ページを参照してください。 

※機械の登録については、116ページを参照してください。 

※「総量（kg）」は少数第 2位まで入力できます。 

※「数量」「JASマーク（枚）」は整数で入力できます。 

 

 

 

 

 

 

 



- 101 - 

 

11. 補助機能 

11.1 一括入力について 

 生産管理記録を作成する際に、同一日に複数ほ場の作物に対して同じ作業をした場合、一

括で入力することができます。 

 

(1) ホーム画面の「生産管理一括入力」を選択します。 

 

 

 

 

※ホーム画面以外からは、右図のようにメニューの

「生産管理一括入力」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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下図のように、生産管理一括入力画面が表示されます。表には、作物管理画面で生産作物

として設定した作物が表示されます。 

画面上部には「栽培面積」が表示されています。 
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(2) 一括入力する作業を登録するため、編集画面を表示させます。 

編集画面を表示させる方法は、以下の 2通りです。 

 

① 表の上にある、「作業内容を入力してください」という部分を押します。 

 

② 画面下部の「作業編集」ボタンを押します。 

 

 

 

 

下図のような編集画面が表示されます。 

＊印が付いた項目が必須項目です。 

 

 

※「作業内容」の登録については、20ペ

ージを参照してください。 

※種苗、資材、機械の登録については、

116ページを参照してください。 

※「資材量（全量）」を入力する際は、一

括入力する作業で使用した資材の全

量を入力してください。 

※「数量（全量）」は少数第 2位まで入力

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

また、「作業内容」のドロップダウンを選択すると、各作業内容に応じた「種子・苗/資材

名」、「機械名」が選択肢として表示されます。 

 

押下 
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ここでは、「作業内容」で「施肥」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図のように、「種子・苗/資材名」には資材一覧の「作業内容」で「施肥」を入力した資

材が表示されます。（種苗一覧で「作業内容」を選択した作物も表示されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「種子・苗/資材名」で別表１、２の資材を選択すると、希釈率の入力欄と数量の入力欄

の横に単位が表示されます。 

※この単位は、資材一覧で各資材に設定することができます。 

押下 
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※この単位は、種苗一覧で作業内容を選択した各種苗に設定することができます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様に、「機械名」には機械・器具一覧の「作業内容」で「施肥」を入力した機械が表示

されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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下図のように、必要な項目を入力して「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

下図のように、表の上の部分に登録した作業内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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(3) 一括入力する作物を選択します。 

各行の左側にはチェックボックスがあります。 

下図のように、複数選択することができます。 

 

チェックを付けると、チェックした記録（行）の栽培面積の合計が画面上部に表示され

ます。 

表の上の作業内容には、チェックした記録（行）の面積が反映されます。 

※下図の「サンキョー医王素（11.11L/10a）8倍稀釈」とは、8倍に希釈した資材を全

ほ場の 10a当たりの面積に使用した場合です。 

※「数量（全量）」÷「合計面積」の式で計算しています。 
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(4) 画面上部の「一括入力」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図のような、確認画面が表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図のようなメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。 

これで一括入力が完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

 

押下 

 

押下 
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下図は、一括入力したほ場「１：ほ場１」の作物「カボチャ」、品種「雪化粧」の生産管

理記録です。一括入力した内容が表示されています。 

 

 

 

上図のように、表には 10a当たりに換算した使用量が表示されます。 
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11.2 簡単入力について 

 簡単入力では、普段よく行う作業内容を登録しておいて、登録した内容を編集画面で入力

することができます。 

この機能は、育苗管理記録画面と生産管理記録画面、そして生産管理一括入力画面で使用す

ることができます。 

  

(1) ホーム画面の「簡単入力」を選択します。 

 

 

 

 育苗管理記録画面、生産管理記録画面、生産管理一括入力画面から表示する場合は、各画

面の下部にある「簡単入力」ボタンを押します。 

 （※下図は生産管理記録の場合です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 

押下 
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(1) 下図のように、簡単入力画面が表示されます。 

 

下図は簡単入力を編集する際の入力例です。 

 ※簡単入力の場合、必須項目はありません。 

 

※「作業内容」の登録については、20ペ

ージを参照してください。 

※種苗、資材、機械の登録については、116

ページを参照してください。 

※「数量（全量）」は少数第 2位まで入力で

きます。 
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(2) 簡単入力を使用します。 

下図は生産管理記録です。 

画面上部の「新規」ボタンを押して編集画面を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押下 
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 編集画面の下部の「簡単入力」ボタンを押すと画面右側に登録した簡単入力一覧が表示さ

れます。施肥作業を押します。 

 

施肥作業が反映されます。「OK」ボタンを押して記録を登録できます。 
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11.3 複数種類の JASマーク入力 

下図は、JASマークの種類をいくつか登録した状態です。 

編集画面の「JASマーク（枚）」の入力欄を押します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図のように、JASマークの種類ごとの使用枚数を入力する画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ 

押下 
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※複数 JASマークを登録した場合は、編集画面の「JASマーク（枚）」の入力欄に手動で

入力することはできません。 

編集画面の「JASマーク（枚）」の入力欄には、左側で入力した各マークの合計枚数が自

動入力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計 
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11.4 編集画面からのマスタ編集 

 下図のように、「資材名」や「機械名」のドロップダウンの横には、薄いグレーの矢印が

あります。 

 下図の場合、「作業内容」の「除草」で使用できる機械・器具は「トラクター」だけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「機械名」のドロップダウン横の矢印を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ 

押下 

 


